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令和３年小樽市議会第１回定例会  

市  長  提  案  説   明  

 

令和３年第１回定例会の開会に当たり、ただいま上程されました各案件について

提案理由の説明を申し上げるのに先立ち、新年度に向けた市政執行の所信の一端と

施策の概要を申し上げます。  

 

私が市民の皆さんから御信任をいただき、市長としてのかじ取りをさせていただ

いてから２年半が過ぎようとしています。  

私はこれまで、市民の皆さんと対話を重ねるとともに、様々な機会を通じて寄せ

られる御意見に耳を傾けることで、市民ニーズや市政を進める上での課題の把握に

努め、その解決に向け真摯に取り組んでまいりました。  

そのような中、昨年１月に国内で感染者の１例目が確認された新型コロナウイル

ス感染症は、その後、全世界で猛威を振るい、今もなお事態の収束が見通せない状

況にあり、本市においても感染事例が後を絶たず、複数の感染クラスターが発生

し、多数の尊い命が失われました。お亡くなりになられた方には、心よりお悔やみ

申し上げます。  

感染拡大の防止や地域経済の再生への対応を進めていくたびに、未来を見据えた

強い地域社会を目指していくことが必要であると考えてきました。  

市長任期の後半に入り、これからの１年、まちづくりや課題解決を推進するに当

たって、私は、次に申し上げる三つの視点に立ち、全力で市政運営に取り組んでま

いります。  

 

一つ目は、新型コロナウイルス感染症に対応した政策の推進です。  

本市が様々な政策を進める上でも、新型コロナウイルス感染症から目を背けるこ

とはできません。   

全国的な感染状況を踏まえると、医療従事者や６５歳以上の高齢者をはじめとす

る市民の皆さんへのワクチン接種については、感染拡大の抑制に期待が高まるとこ
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ろであり、今月５日に関係予算を専決処分させていただきました。  

今後、希望する市民の皆さんに一日でも早く接種いただけるよう、体制の確立や

その準備に万全を尽くしてまいります。  

加えて、国の第３次補正予算を受けて実施する本市の事業について、一部を新年

度へ繰越し、感染症の拡大防止と市内事業者に対する事業継続の支援を切れ目な

く確実に進めてまいります。  

また、病床数の確保のほか、医療提供や検査体制の充実にも引き続き取り組んで

まいります。  

新型コロナウイルス感染症は、本市の経済活動にも大きな影響を与えました。  

基幹産業である観光に関連する交通や宿泊、飲食などを中心に、地域経済の冷え

込みは計り知れません。引き続き市内事業者の状況把握に努めながら、国の施策な

どを注視し、必要な支援を講じてまいります。  

このほか、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、「教育現場のＩＣＴ化」

への意識が高まり、全国の小・中学校に「１人１台端末」と「高速大容量の通信ネッ

トワーク」を整備する「ＧＩＧＡスクール構想」が急速に推し進められました。  

ＩＣＴは、今の子どもたちにとって幼少の頃から身近な存在であり、デジタルの

特性を生かしながら、学びを支援し、未来を担う人材へと育ててまいります。  

 

二つ目は、本市の人口減少・少子化対策への取組です。  

新年度の組織改革により、子育て世代のニーズを捉え、類似事業や関連性のある

業務を集約した「こども未来部」を新設します。  

新たな命が誕生するまでの妊娠期を安心して過ごし、出産、子育てといったライ

フステージを行政が支える取組を進めてまいります。  

また、市民の皆さんが市役所を訪れる機会が多い福祉分野に関し、一元化した相

談窓口を設置することで、困りごとの相談はもとより、各種サービスや手続きがス

ムーズに行えるように市民目線に立った改革を講じてまいります。  

コロナ禍においては、三密の回避や都会にはない雄大な自然を求め、安全・安心、

ゆとりといった地方の良さが見直されています。  
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都会では得難い地方暮らしへの憧れや、密な環境を避けて子育てをしたいといっ

た思いを持っている地方に移住を希望する方々のニーズを的確に捉え、どのように

アプローチすべきかを検討してまいります。  

この取組には、政策の即効性が見えにくい場合もありますので、将来像を思い描

きながら、長期的な視点で継続的に取り組んでまいります。  

 

三つ目は、近未来・将来を意識した事業の展開です。  

私が市民の皆さんにお約束した公約が一つでも多く実現につながるよう喫緊の課

題への対応はもとより、中長期的な課題にも対しても、果敢に挑んでまいります。  

今年度は常に新型コロナウイルス感染症への対策を意識しながら市政を運営し

てきましたが、このような状況下においても、まちの将来像を意識し、早急に取り

組まなければならない課題があります。  

まず、公共施設の再編に関してです。「小樽市公共施設長寿命化計画」において、

市民プールを含めた総合体育館、また防災の拠点にもなる本庁舎別館の再整備に当

たっては、市民サービスに大きく関わるほか、多額の費用を要することなどを踏ま

え、今回の長寿命化計画から切り離した上で、単独の個別施設計画とし、施設の規

模や整備時期をはじめとする方針の策定にスピード感を持って取り組んでまいりま

す。 

今後、本市の歴史や文化を通じたまちづくりにおいて重要な、北運河地区にある

北海製罐株式会社小樽工場第三倉庫の保全・活用についても、新年度の市政を進め

ていく上で大きな課題の一つです。  

昨年９月にホッカンホールディングス株式会社から今年度内での解体の意向が

示されましたが、歴史・文化の継承を推進し、観光を基幹産業としている本市にと

りまして、この施設を失ってしまうことは多大な損失となる可能性がありますの

で、１年間の検討期間をいただきました。  

この第三倉庫の保全・活用の検討は、行政だけで解決できるものではなく、市民

の皆さんや経済界などにも御参加いただきオール小樽で取り組んでいくことが欠か

せません。市民の皆さんや経済界などの御協力をいただきながら、北運河地区のシ
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ンボル的な施設の活用方策を見出してまいりたいと考えております。  

また、小樽看護専門学校の事業継続への支援の道筋をつけていくことも、喫緊の

課題として、スピード感を持って対応してまいります。  

さらに将来に向けた取組として、小樽港第３号ふ頭及び周辺地域の再開発、北海

道新幹線新駅と新駅周辺の整備、ＪＲ小樽駅前広場の再整備など、目指すべき将来

の姿を見据え、しっかりと道筋をつけてまいりたいと考えております。  

 

次に、予算編成に当たっての基本的な考え方を申し上げます。  

本市はこれまで、将来にわたって効率的かつ安定的に持続可能な行政運営をなし

得る財政構造とするため、収支改善に向けた歳入確保や歳出削減に取り組んでおり

ます。  

とりわけ、市税などの歳入動向がコロナ禍により不透明な現状においては、今後

の不測の財政需要に備えるため、これまで以上に財政調整基金の確保に努めまし

た。 

これらを踏まえ、令和３年度の当初予算編成への基本的な考え方を申し上げま

す。 

はじめに、歳入につきましては、今年度と比べ、「新型コロナウイルス感染症対

策地方税減収補塡特別交付金」が新設されることや地方交付税と臨時財政対策債

を合わせた「実質的な交付税」は微増となるものの、市税では新型コロナウイルス

感染症などの影響により個人市民税や法人市民税の落ち込みが見込まれることか

ら、歳入総額は一般財源ベースで減額となる見込みです。  

一方、歳出においては、人件費や扶助費などの減少により、歳出総額は一般財源

ベースで大きく減額となることから、財源不足は今年度の予算編成時に比べ、その

額は減少したものの、財政調整基金の取り崩しなどによる財源対策により、収支均

衡予算を編成したところであります。  

当初予算は、収束への先行きが見えない新型コロナウイルス感染症への対応はも

ちろんのこと、これまで進めてきた財政健全化への取組についても手を緩めること

なく、人口減少・少子化対策や地域経済の活性化など喫緊の課題を解決することに
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も心掛けてまいりました。  

コロナ禍がもたらした行動変容や社会変化にも柔軟に対応した事業を進めなが

ら様々な事態にも備え、ふるさと小樽の将来を志向したまちづくりを進めていく思

いを「新たな時代の変化に備え、近未来を見据えたまちづくり」と掲げ、新年度予

算全体のテーマとしたところであります。  

 

次に、当初予算案に計上した主な事業の概要について、「第７次小樽市総合計画」

の「まちづくり ６つのテーマ」に沿って御説明申し上げます。  

なお、教育行政の執行方針につきましては、後ほど教育長から説明いたしますの

で、私からは予算面から主なものに絞って申し上げます。  

 

はじめに、第１のテーマ「安心して子どもを生み育てることのできるまち」につ

いてであります。  

まず、子育て支援に関してです。育児支援を必要とする産婦を対象に、平成３０

年度から実施している産後ケア事業につきましては、これまで実施していたデイケ

ア型サービスのほか、新年度からは利用者のニーズに合わせて助産師が家庭を訪問

するアウトリーチ型サービスを実施するとともに、この度の組織改革に合わせ、子

育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から子育て期の妊産婦の皆さんの悩み

事相談のほか、全ての子どもとその家庭の様々な相談への対応窓口を集約し、切れ

目なく支援を継続してまいります。  

また、杉の子保育園が行う屋根や外壁工事に係る経費の一部を補助するほか、ひ

とり親家庭や経済的に不安のある世帯への学習や生活支援につきましては、今年度

受講した中学校３年生が新高校１年生となる新年度においても、試行的に受入れを

行います。  

学校教育に関しましては、経済的理由によって、就学が困難な児童・生徒の保護

者に対する就学援助について、これまでの支援に加えて新年度からＰＴＡ会費への

援助を開始します。  

また、国におけるＧＩＧＡスクール構想が推進される中、本市においても教育に
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おけるＩＣＴの活用を一層進めるため、各学校のインターネット回線の増強とセ

キュリティ対策を実施するとともに、令和６年度からのデジタル教科書の導入に向

けて、指導者用デジタル教科書の活用を研究する学校を指定し、活用方法や教育強

化を市内の小・中学校に普及するなど準備を進めてまいります。  

学校施設については、塩谷小学校の耐震補強や銭函小学校のトイレの洋式化など

を実施するほか、忍路中央小学校の耐震補強工事に向けた実施設計を行い、児童生

徒の安全確保と老朽化対策を進めます。  

このほか、公立と民間の保育所と小・中学校において、新型コロナウイルス感染

症への対策として必要な消毒液や液体せっけんなどを整備し、感染防止に向け万全

を図ってまいります。  

 

次に、第２のテーマ「誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち」についてであり

ます。  

はじめに、昨年１２月の第４回定例会において議論させていただいた「ふれあい

パス」につきましては、事業を持続可能とするため、新年度からバス乗車の「ふれ

あい回数券」について、年間購入限度を１２冊として見直しすることとしました。  

また、障害のある方やその御家族からの緊急時の相談に、２４時間３６５日いつ

でも対応できるよう、相談支援体制を強化します。  

健康づくり施策の推進といたしましては、国保加入者の特定健康診査の受診率向

上のため、今年度と同様に、５月から１０月までの早期受診者全員にＱＵＯカード

を贈呈するほか、新たに課税世帯の自己負担額を無料といたします。   

さらに、後期高齢者医療制度へ加入されている方も、国保加入者同様に拡充し、

新年度からは課税世帯の自己負担額を無料にいたします。  

このほか、新型コロナウイルス感染症の検査については、これまで短時間で数多

くの検体処理ができる検査機器を導入するなど増強を図ってまいりましたが、引き

続き必要な試薬や消耗品を確保し、この体制を維持してまいります。  

また、発熱者の受診や相談に対応するため、昨年１１月に設置した２４時間電話

相談対応の「受診・相談センター」を継続して設置します。  
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次に、第３のテーマ「強みを生かした産業振興によるにぎわいのまち」について

であります。  

はじめに、森林整備に関しましては、森林環境譲与税を活用した施策として、今

年度策定した森林整備に関する「意向調査実施計画」に基づき、「経営管理集積計

画」を策定するとともに、旭展望台を訪れる皆さんが安心して利用できるよう、周

辺の環境整備を継続して進めるほか、道産木材の活用を目的とした、おたる自然の

村の木製アスレチック遊具の更新などを行います。  

水産業については、生産量の安定化を図るため、ホタテガイ養殖漁業に係る水温

リモート装置等の設置費用を小樽市漁業協同組合に対して補助を行うほか、今年

度から開始した新しい水産加工品の開発に関して、新年度はテスト販売やマーケ

ティングサポートを実施するとともに、小樽産水産物の知名度を生かした流通・販

売促進への取組を支援してまいります。  

中小企業者への取組としましては、新たな販路を開拓するため、市内の食料品関

係事業者を対象とした、全国規模の商談会への出展に対して支援するほか、全国的

に後継者不足などにより廃業を選択する事業者の増加が懸念されていることから、

事業承継に係る支援制度の周知や意識啓発に努めてまいります。  

また、企業誘致の推進に関しましては、首都圏で開催される産業展やビジネス

フォーラムへの出展のほか、今年度実施した「企業誘致サポート事業」のアンケー

ト結果を基に企業訪問を実施し、立地環境等のＰＲなどを積極的に取り組んでまい

ります。  

観光振興に関する取組としましては、コロナ禍に置かれた今は、これまで進めて

いた海外からの誘客を見込むことは厳しい状況であり、感染症の収束を見据え、将

来の本市を思い描きながら、国内に力点を置いた誘客対策を検討していく必要があ

ることから、外国人観光客と国内からの観光客を別々のターゲットとして、それぞ

れに合ったプロモーションを実施してまいります。  

小樽港につきましては、老朽化した第３号ふ頭の長寿命化と大型客船の接岸を可

能とするための岸壁改良工事の継続や、上屋跡地への駐車場整備を進めるほか、今
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年度、新型コロナウイルス感染症の影響により未実施となったクルーズターミナル

機能の整備に向け実施設計に着手するなど、受入環境の充実を図るとともに、市民

の皆さんや観光客の方々が集う空間として、ふ頭基部の緑地整備に向け実施設計を

行います。  

また、老朽化した色内ふ頭護岸の機能回復や延命化のため、護岸改良工事を継続

します。  

このほか、小樽港の将来に向けた開発の方針や、港湾施設の規模などを定める港

湾計画を改訂してまいります。  

 

次に、第４のテーマ「生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち」についてで

あります。  

効率的な除排雪の実施につきましては、昨年１２月に策定した「小樽市雪対策基

本計画」に基づき、冬期間の市民生活と経済活動に支障をきたすことがないよう、

老朽化したロードヒーティング施設を計画的に更新するとともに、これまで同様に

バス路線や主要な通学路等を優先した除排雪に取り組み、予防保全的に早めの作

業を計画的に実施することで、安全・安心で快適な市民生活の確保に努めてまいり

ます。  

新幹線を活用したまちづくりでは、現在、新小樽（仮称）駅の開業効果を活用し

たまちづくりを進めるため、官民一体となってアクションプランの策定を進めてい

ますが、新年度は新駅の利用者増加に向けた調査研究と戦略検討を重点的に推進

してまいります。  

また、市が主体となって整備する新駅周辺駐車場等について、概略設計や検討業

務を開始いたします。  

効率的なまちづくりに関しましては、市内の中心拠点と複数の地域拠点に都市機

能が集約され、それらが交通ネットワークで結ばれた効率的なまちづくりを進める

ため、都市再生特別措置法に基づく「立地適正化計画」の策定を進めるとともに、

市内バス路線の維持及び確保のため、乗合バス事業者に対して補助を実施し、公共

交通の維持に努めてまいります。  
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私たちが安全で安心に暮らしていくためには、日頃からの「備え」が大切です。

いつ起こるかわからない災害への備えといたしまして、災害備蓄品の強化を図るた

め、使用期限を迎える備蓄食料品や救急用品の更新を行うほか、新たに液体ミルク

を備蓄します。  

さらに、津波ハザードマップの増刷や、全国各地で自然災害が多発していること

を踏まえ、防災情報をわかりやすく一元化した「防災パンフレット」を発行し、市

民の皆さんの更なる防災意識の向上に努めてまいります。  

また、新年度に実施する総合防災訓練は、消防庁舎に設ける災害対策本部と訓練

現場をモニター等でつなぎ、状況を確認しながら進行するといった、より実践を想

定した訓練としての実施を予定しています。  

消防力の充実強化に関しましては、高機能消防指令センターの自動出動指令装

置などの機器更新を行うとともに、老朽化した災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動

車１台と、消防団第７分団に配置している小型消防ポンプを更新します。  

 

次に、第５のテーマ「まちなみと自然が調和し、環境にやさしいまち」について

であります。  

ごみや資源物の収集に関しましては、昨今、様々な家電製品に用いられているリ

チウムイオン電池等については、これまで本市では収集していませんでしたが、

年々、燃やさないごみ等への混入が増加しており、このままでは、北しりべしク

リーンセンターにおいて、発火による重大な事故が発生する危険性があるため、新

年度から路線収集等の対応を行うことにいたします。  

公園整備の推進につきましては、「第２次小樽市公園施設長寿命化計画」の令和

４年度策定に向け、施設の健全度調査などを実施するとともに、かもめが丘公園や

天神公園などにある老朽化した公園遊具について、利用される地域の皆さんの御意

見を踏まえて更新してまいります。  

また、都市緑地法に基づき、今後の都市公園の在り方や整備方針などを定める

「第２次小樽市緑の基本計画」につきましては、現況調査や策定委員会を開催する

など、令和４年度の策定に向け準備を進めてまいります。  
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このほか、手宮緑化植物園内にある「緑の相談所」の展示室にテーブルベンチを

設置し、どなたでも御利用いただけるよう休憩スペースに改装します。  

今年度、校舎を解体した旧緑小学校跡地は、小樽公園周辺の慢性的な駐車場不足

を改善するため、当面は駐車場として開放することとし、夜間照明を設置するなど

安心して御利用いただけるよう整備を行います。  

北海製罐株式会社小樽工場第三倉庫の保全・活用に関しましては、小樽商工会議

所や小樽観光協会が主体となって設置した「第３倉庫活用ミーティング」が実施す

る施設の劣化調査やシンポジウムの開催等に要する経費に対して補助するととも

に、本市も活用方策の検討に当たっては、積極的に携わってまいります。  

 

次に、第６のテーマ「生きがいにあふれ、人と文化を育むまち」についてであり

ます。  

まず、総合博物館につきましては、小樽ファンを支えるふるさとまちづくり資金

基金を活用し、所蔵する鉄道車両の補修を行います。  

あわせて、アイアンホース号の安全運行のために必要な修繕を実施します。  

また、総合博物館の２階に気象衛星ひまわり８号の画像データを閲覧できる装置

を設置します。  

美術館につきましては、外壁の補修や塗装工事等の施設の維持補修を行うととも

に、利用される方々に対して、優れた美術に接する機会を確保してまいります。  

本市を代表する国の重要文化財の旧日本郵船株式会社小樽支店に関しましては、

保存・活用を図るため、引き続き耐震補強工事及び保存修理工事を進めます。  

また、スポーツの振興に関しましては、後志管内唯一の日本陸上競技連盟第３種

公認陸上競技場となっている手宮公園競技場の必要な付帯設備について更新を行

います。  

 

その他主要事業といたしましては、子育て支援の強化や福祉総合相談窓口の設

置、類似事業や関連性のある業務を集約するための組織改革を行い、こども未来部

と福祉保険部の新設や執務室の移転を行います。  
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昨年３月までＪＲ銭函駅前に設置していた「炎の塔」のモニュメントに関しまし

ては、腐食が進み、再設置が困難になったことから、代替えとなる記念碑を設置し

ます。  

公共施設の老朽化対策といたしましては、公共施設長寿命化計画に基づき、令和

１３年度以降の第２期での建替えを予定している市民会館について、令和３年度か

ら５年間で施設維持のための必要最低限の改修工事を行うこととし、新年度は音響

設備の改修工事を行います。  

また、今年度から着手した葬斎場の再整備については、新年度では屋根部分の改

修を進めるとともに、勤労女性センターにおいては、衛生面に配慮したトイレの整

備や、給水管の交換工事を行います。  

このほか、市立高等看護学院の旧商業高校への移転に伴う改修を実施します。  

また、本庁舎別館と総合体育館の整備方針や建替実施時期を示す個別施設計画

の策定にスピード感を持って対応いたします。  

 

新型コロナウイルス感染症への対応に関しまして、小樽を応援してくださる全国

の皆さん、企業の皆さんから心温まる応援メッセージやたくさんの御寄附をいただ

きました。  

また、このような状況においても、市内企業の皆さんが現状を受け止めて新型コ

ロナウイルス感染症と向き合い、常に前向きにこれまでの教訓を生かしながら、感

染防止対策や気持ちを盛り立てていこうとする工夫を日々重ね、地域が元気になる

取組と逆風を逆手に取った取組を拝見するたびに心を熱くしてきました。  

改めて皆さんから、個々人が知恵を絞り、力を合わせることで、どのような難局

にも立ち向かっていけるという勇気をいただきました。  

そして、新型コロナウイルス感染症が収束した時には、コロナ禍前よりも、市内

が更に賑わいを増した姿を思い描きながら、疲弊した市民生活と市内経済を着実に

回復軌道へ乗せていくための政策を進めてまいります。  

私の政治姿勢でもある「対話」を重ね、非常事態にも「備える」ことで、経済と

生活が好循環している状況を作ってまいりたいと思いますので、今後とも議員各位
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の御協力をお願い申し上げます。  

 

それでは、今定例会に上程されました各案件について説明申し上げます。  

 

初めに、議案第１号から議案第１３号までの令和３年度各会計予算について説明

申し上げます。  

最初に、令和３年度一般会計予算の主なものについて、前年度の当初予算と比較

して説明申し上げます。  

まず、歳入についてでありますが、市税につきましては、固定資産税で増収が見

込まれるものの、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、個人市民税、法人

市民税などで減収が見込まれることから、２．２パーセント、３億９７０万円減の

１３５億１２０万円を見込みました。  

地方消費税交付金につきましては、３.４パーセント、１億１００万円減の２９億

８００万円を見込みました。  

地方特例交付金のうち、令和３年度のみ措置される新型コロナウイルス感染症対

策地方税減収補塡特別交付金につきましては、３億７，６６０万円を見込みまし

た。 

地方交付税につきましては、国の地方財政計画の伸び率などを基本に、本市の特

殊事情を勘案しながら積算した結果、臨時財政対策債を加えた実質的な地方交付

税では、０．１パーセント、１，９００万円増の１６３億１，８００万円を見込み

ました。  

また、歳出の主なものについて経費別に申し上げますと、いわゆる義務的経費で

は、人件費が２．１パーセントの減、扶助費が３．１パーセントの減となりました

が、公債費において、地方税の徴収猶予の特例制度による一時的な減収を埋めるた

めの特例債を償還することから、６．６パーセントの増となり、歳出合計に占める

義務的経費の割合は、前年度を１．１ポイント上回る５６．１パーセントとなりま

した。  

行政経費につきましては、発熱者の受診・相談センター設置継続に係る費用や、
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ふるさと納税の寄附額の増加に伴うふるさと納税関係経費の増などに伴い、３ .９

パーセントの増となりました。  

建設事業費につきましては、小中学校の校内通信ネットワーク整備事業や消防署

手宮支署の建設事業が終了したことなどにより、３０．２パーセントの減となりま

した。  

負担金、補助及び交付金につきましては、他会計や基金からの借入金を計画どお

りに償還してきたことや、北しりべし廃棄物処理広域連合負担金の減などにより、

２．２パーセントの減となりました。  

維持補修費につきましては、旧緑小学校解体事業費の減などにより、９．８パー

セントの減となりました。  

繰出金につきましては、青果物卸売市場事業、住宅事業、水道事業及び下水道事

業分が減となりましたが、水産物卸売市場事業、国民健康保険事業、介護保険事

業、後期高齢者医療事業、病院事業、簡易水道事業分で増となり、全体では２．９

パーセントの増となりました。  

次に、特別会計及び企業会計の主なものについて説明申し上げます。  

国民健康保険事業につきましては、歳出では、新型コロナウイルス感染症による

受診控えの傾向などにより、保険給付費が２．１パーセント減の１０３億８４０万円

となるほか、特定健康診査等の保健事業拡充などにより、総務費が６．９パーセン

ト増の３億８，０８４万円となりました。  

歳入では、保険給付費の減に伴う道支出金の減が見込まれるほか、国保事業費納

付金の減や保険料率賦課割合の変更による軽減額の増で、保険料の総額は１２．６パー

セント減の１６億８，０３７万円と見込みました。一方で、道及び市一般会計から

の保険料軽減分の補塡増により、一般会計繰入金は４．０パーセント増の１１億

２，５５８万円を見込みました。また、賦課割合変更による保険料激変緩和のため、

基金繰入金を１億６，７４３万円計上しました。  

住宅事業におきましては、小樽市公共賃貸住宅長寿命化計画に基づき、老朽化し

た市営住宅の外壁等の改修を行います。  

介護保険事業につきましては、３年に一度の計画の策定に伴い、これまでの利用
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実績と今後の利用見込みを勘案して算定した結果、保険給付費は介護報酬改定な

どにより１．９パーセント増の１３８億９，７８２万円、介護予防推進のための地

域支援事業費は１．２パーセント減の７億３，８９３万円となりました。なお、介

護用品助成事業に係る国の支給要件変更により対象外となる既存利用者への激変

緩和措置のため、市町村特別給付費を新設いたします。  

また、保険料は５．４パーセント減の２６億５，１２５万円と見込みました。  

後期高齢者医療事業につきましては、保険料１６億１９８万円、低所得者等に対

する保険料軽減に係る公費負担金５億７，７４８万円及び事務費４，５４１万円を

事業の実施主体である北海道後期高齢者医療広域連合へ支出するものであり、前

年度に比べ９，４７０万円の増となりました。これは主に、徴収する保険料が制度

改正及び被保険者数の増加に伴い増となったためであります。  

病院事業につきましては、新型コロナウイルス感染症患者を受け入れるための病

床を確保しながらの運営を余儀なくされていることから、医業収益が大きく減少す

るなど、甚大な影響を受けているところであります。  

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず、先行きが不透明な状況ではありま

すが、令和３年度においても、病院局職員が一丸となって、より一層の経営改善を

図るとともに、質の高い医療サービスの提供を維持しながら、地域の基幹病院とし

ての責務を果たせるよう努めてまいります。  

水道事業につきましては、将来にわたって安定的に水を供給するため、第２次小

樽市上下水道ビジョンに基づき、老朽化した管路や浄水場などの施設の更新・耐震

化などの工事を実施してまいります。資金収支の見通しは、令和３年度末において

も、引き続き、資金余剰となる見込みですが、新型コロナウイルス感染症による影

響から給水収益の減収が予想されるため、今後とも更なる効率的な事業運営に努め

てまいります。  

下水道事業につきましては、水道事業と同様、第２次小樽市上下水道ビジョンに

基づき、処理場・ポンプ場における機械・電気設備や汚水管などの老朽化した施設

を更新するほか、色内ふ頭護岸改修工事を実施してまいります。資金収支の見通し

は、令和３年度末においても、引き続き、資金余剰となる見込みですが、水道事業
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と同様に下水道使用料の減収が予想されるため、今後の事業運営に当たりまして

は、より一層、効率的で健全な経営に努めてまいります。  

産業廃棄物等処分事業につきましては、公共工事に伴う土砂の搬入量増加が見

込まれるため、手数料収入を増とする一方、老朽化した流出防止えん堤の改修工事

を実施してまいります。資金収支の見通しは、令和３年度末においても引き続き資

金余剰となる見込みであり、今後の事業運営に当たりましても、効率的で健全な経

営に努めてまいります。  

簡易水道事業につきましては、長期的かつ安定的な水の供給を図るため、今年度

に引き続き配水ポンプ所の老朽化した設備の更新を進めてまいります。  

なお、今年度から石狩西部広域水道企業団による第２期創設事業の工事が着手

され、出資金及び負担金の負担が生じておりますが、資金収支の見通しは、令和３

年度末においても過不足は生じない見込みであり、今後とも効率的な事業運営に努

めてまいります。  

以上の結果、令和３年度の財政規模は、一般会計では５６２億３，６８５万

９，０００円、特別会計では３２０億３，９１０万円、企業会計では２５８億

３，２６６万３，０００円、全会計では１，１４１億８６２万２，０００円となり、

前年度の当初予算と比較いたしますと、一般会計で３.３パーセントの減、特別会計で

０．４パーセントの減、企業会計で１．０パーセントの減となり、全会計では２．０

パーセントの減となりました。  

 

次に、議案第１４号から議案第２３号までの令和２年度各会計補正予算について

説明申し上げます。  

まず、議案第１４号につきましては、一般会計において、既存予算であります防

災情報通信設備整備事業費及び保健所体制強化事業費を令和３年度に繰り越した

上で事業を実施する必要から、繰越明許費を計上いたしました。これらにつきまし

ては先議をお願いし、年度内に契約手続を行ってまいりたいと考えております。  

議案第１５号の一般会計の主なものといたしましては、歳出では、国の令和２年

度補正予算に対応するため、第３号ふ頭岸壁改良事業費を増額し、所要の経費を繰
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越明許費として計上するほか、新型コロナウイルス感染症対策関連予算として、検

査件数の増加に対応するため検査室環境整備事業費を増額するなど、所要の補正

を計上いたしました。  

また、市内における保健医療に貢献する看護師の育成を図ることを目的とした看

護師養成施設運営支援事業費補助金を計上いたしました。  

さらに、決算見込みの精査により、歳出では、扶助費や職員給与費及び今後の執

行見込みがない建設事業費などを精査して減額いたしました。  

歳入では、減収補塡債や、新たに創設された徴収猶予特例債を計上するほか、市

税、地方消費税交付金及び財政調整基金繰入金を減額するなど、所要の補正を計上

いたしました。  

以上の結果、一般会計における補正額は、歳入歳出ともに９億６，６７０万円の

減となり、財政規模は、７３８億２，５３６万２，０００円となりました。  

 

次に、議案第１６号から議案第１９号までの特別会計補正予算の主なものについ

て説明申し上げます。  

国民健康保険事業、住宅事業、介護保険事業及び後期高齢者医療事業では、決算

見込みの精査により、一般会計繰入金を減額するなど、所要の補正を計上いたしま

した。  

 

次に、議案第２０号から議案第２３号までの企業会計補正予算の主なものについ

て説明申し上げます。  

病院事業につきましては、北海道の新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付

金の追加交付による増額に合わせて、特別減収対策企業債を減額するなど、所要の

補正を計上いたしました。  

水道事業及び下水道事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る水需要の減少を受けて、それぞれ営業収益を減額するなど、所要の補正を計上い

たしました。  

産業廃棄物等処分事業につきましては歳出科目の振替を計上いたしました。  
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次に、国において、令和３年１月２８日に成立した令和２年度補正予算第３号に

より増額された新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などを活用す

る各会計補正予算であります、議案第４９号から議案第５２号について説明申し上

げます。  

まず、議案第４９号及び議案第５０号につきましては、令和３年度の一般会計及

び病院事業会計補正予算であります。  

一般会計補正予算の主なものといたしましては、クラスター発生時における訪問

診療等の業務の増加に対応するためのクラスター対策事業費や、防護用品の需要急

増による品不足に対応する備えとして感染症医療物資備蓄事業費を計上したほか、

障害福祉施設や介護保険施設等における新型コロナウイルス感染症発生のリスク

を低減するため、新規の入所者及び就労者に対する検査費用の一部を助成する新型

コロナウイルス感染症検査助成事業費などを計上いたしました。  

これらに対する財源といたしましては、国庫支出金を計上いたしました。  

以上の結果、令和３年度の一般会計における補正額は、歳入歳出ともに３億７２２万

４，０００千円となり、財政規模は５６５億４，４０８万３，０００円となりました。  

次に、病院事業会計補正予算につきましては、医療機器等を整備し、感染症患者

の重症化への対応や感染防止対策を講じるほか、看護師等の負担軽減を図るため、

人員体制を拡充するなど、所要の補正を計上いたしました。  

 

次に、議案第５１号及び議案第５２号につきましては、令和２年度の一般会計補

正予算であります。  

まず、議案第５１号につきましては、市内事業者の事業継続を支えることを目的

とした事業継続支援事業費、宿泊業事業継続緊急支援事業費及び公共交通事業者

等追加支援事業費を計上したほか、新型コロナウイルス感染症患者の入院などの受

入れに応じていただいた医療機関等へ協力金を支給する感染症患者受入医療機関

等協力金支給事業費などを計上するとともに、令和３年度に繰り越した上で事業を

実施する必要があるものにつきましては、繰越明許費を計上いたしました。  
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これらの支援につきましては、コロナ禍が長引いている状況に鑑み、早期の事業

着手が必要なことから先議をお願いするものであります。  

次に、議案第５２号の主なものといたしましては、感染症患者のケアに従事した

医師や看護師に支給する手当などを助成する感染症対応医療機関支援事業費補助

金の増額や、感染リスクを最小限にしながら、円滑に教育活動を継続することを目

的とした学校教育活動継続支援事業費などを計上したほか、臨時交付金を最大限

に有効活用するため、これまでに充当してきた事業について、予算執行状況を精査

し、減額補正を計上いたしました。  

また、年度内に完了しない見込みである事業につきましては、繰越明許費を計上

いたしました。  

これらに対する財源といたしまして、国庫支出金、道支出金及び繰入金を計上い

たしました。  

以上の結果、令和２年度の一般会計における補正額は、歳入歳出ともに４億６８６万

８，０００円の増となり、財政規模は７４２億３，２２３万円となりました。 

 

 続きまして、議案第２４号から議案第４７号までについて説明申し上げます。  

議案第２４号 情報公開条例の一部を改正する条例案につきましては、開示請求

者の利便性を図る目的で、情報公開制度によらずに公文書を開示できる制度の対象

範囲を拡大するとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第２５号 行政手続条例等の一部を改正する条例案につきましては、これま

での法令改正に伴い生じた引用条項のずれを修正するなど、所要の改正を行うもの

であります。  

議案第２６号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例案につき

ましては、国から押印廃止の方針が示されたことに伴い、職員の服務の宣誓におけ

る宣誓書の押印を廃止するとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第２７号 職員給与条例の一部を改正する条例案につきましては、時間外勤

務手当等の算定基礎額に寒冷地手当を加えるとともに、所要の改正を行うものであ

ります。  
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議案第２８号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例案につきましては、会計年度任用職員の待遇改善を図る目的で、その期

末手当の支給割合を改定するとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第２９号 手数料条例の一部を改正する条例案につきましては、食品衛生法

施行令の一部改正に伴う手数料の新設及び廃止、建築基準法の一部改正に伴う手

数料の新設等並びに小樽市船員法に基づく事務等に関する条例を新たに制定する

ことに伴う手数料の新設を行うとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第３０号 こども発達支援センター条例の一部を改正する条例案につきま

しては、小樽市公共施設再編計画に基づき、こども発達支援センターを移転するも

のであります。  

議案第３１号 食品衛生法施行条例の一部を改正する条例案につきましては、  

食品衛生法等の一部改正により、法令に廃業の届出義務等が規定されたことに伴

い、当該規定を削除するとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第３２号 浄化槽に関する条例の一部を改正する条例案につきましては、浄

化槽法の一部改正に伴い、浄化槽保守点検業者に対し、浄化槽の保守点検の業務に

関する研修を浄化槽管理士に受けさせることを義務付けるとともに、所要の改正を

行うものであります。  

議案第３３号 国民健康保険条例の一部を改正する条例案につきましては、国民

健康保険法施行令の一部改正に伴い、保険料の軽減対象となる所得額等を変更す

るとともに、保険料の賦課割合及び賦課限度額を改定するほか、所要の改正を行う

ものであります。  

議案第３４号 介護保険条例の一部を改正する条例案につきましては、市町村特

別給付として介護用品助成事業を実施するとともに、令和３年度から令和５年度ま

での保険料の軽減後の額を据え置くこととするものであります。  

議案第３５号 指定地域密着型サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等を定める条例の一部を改正する条例案につきましては、基準省令等の一部

改正に伴い、改正後の基準省令等のとおり適用することにより、指定地域密着型

サービス等事業者に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための取組を行うこと
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などを義務付けるとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第３６号 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例案につきましては、基準省令の一部改正に伴い、改正後の

基準省令のとおり適用することにより、指定介護予防支援事業者に対し、感染症の

予防及びまん延の防止のための取組を行うことなどを義務付けるとともに、所要の

改正を行うものであります。  

議案第３７号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例案につきましては、基準省令の一部改正に伴い、改

正後の基準省令のとおり適用することにより、指定居宅介護支援事業者に対し、感

染症の予防及びまん延の防止のための取組を行うことなどを義務付けるとともに、

所要の改正を行うものであります。  

議案第３８号 地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準に関

する条例の一部を改正する条例案につきましては、介護保険法施行規則の一部改正

に伴い、改正後の同令に定める主任介護支援専門員に対する５年ごとの更新研修の

義務付けを反映させるとともに、所要の改正を行うものであります。  

議案第３９号 屋外広告物条例の一部を改正する条例案につきましては、電気事

業法の一部改正に伴うもののほか、所要の改正を行うものであります。  

議案第４０号 都市公園条例の一部を改正する条例案につきましては、市民が快

適に利用できる環境の整備を図る目的で、公園内における禁止行為として、指定し

た場所以外での火気の使用等を追加するものであります。  

議案第４１号 小樽港の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

の一部を改正する条例案につきましては、小樽港第３号ふ頭及び周辺再開発の推進

に伴い、経済及び観光の振興を図る必要があることから、商港区内の指定区域にお

いて、その振興を目的とする飲食店等の建設を可能とするとともに、所要の改正を

行うものであります。  

議案第４２号 船員法に基づく事務等に関する条例案につきましては、北海道運

輸局小樽海事連絡事務所が廃止されることに伴い、海運事業者等の利便性を考慮

し、これまで当該事務所で行っていた事務の一部を市が行うに当たり、その事務に
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関し必要な事項を定めるものであります。  

議案第４３号 病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案につき

ましては、小樽市公共施設再編計画に基づき、高等看護学院を移転するとともに、

所要の改正を行うものであります。  

議案第４４号 教育研究所設置条例の一部を改正する条例案につきましては、小

樽市公共施設再編計画に基づき、教育研究所を移転するものであります。  

議案第４５号及び議案第４６号の工事請負変更契約につきましては、潮見台中学

校校舎耐震補強工事及び小樽内橋解体・撤去工事の請負変更契約をそれぞれ締結

するものでありますが、年度内の完工に間に合わせる必要があることから、先議を

お願いするものであります。  

議案第４７号 工事請負変更契約につきましては、旧緑小学校解体工事の請負

変更契約を締結するものであります。  

 

次に、専決処分報告についてでありますが、報告第１号につきましては、本市に

おける新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大を抑制するため、２月１日から

２月１５日までの全期間、休業要請に応じていただいた、市内の酒類を提供する飲

食店の事業者の皆さんへ協力金を支給するため、一般会計の補正予算について、令

和３年１月２９日に専決処分したものであります。  

報告第２号につきましては、新型コロナウイルスワクチンについて、市民の皆さ

んが速やかに接種できるよう、体制の整備や接種業務の委託などに係る予算を計上

するほか、第４回定例会において増額したふるさと納税関係経費について、想定を

上回る寄附をいただき、返礼品の発送経費等に不足が生じる見込みとなり、早急に

予算措置する必要があったことから、一般会計の補正予算について、令和３年２月

５日に専決処分したものであります。  

 

以上、概括的に説明申し上げましたが、何とぞ原案どおり御可決、御承認賜りま

すようお願い申し上げます。  


